
略歴

主な業績（学術論文，研究発表など）

主な社会活動

加瀬澤 信彦（Nobuhiko Kasezawa）

 東京薬科大学卒，浜松医科大学大学院衛生学研究生
 静岡県立中央病院・臨床検査科
 財)静岡健康管理センター（現公財)SBS静岡健康増進センター）検査室長/

薬局長・データ開発部長
 富士いきいき病院健康サポートセンター副センター長
 社)静岡県臨床検査技師会副会長・日本臨床検査技師会研究班長（生化学，

情報管理，公衆衛生，精度管理）
 社)日本未病システム学会・臨床検査部会代表
 社)日本総合健診医学会・総合健診指導士委員

 加瀬澤信彦，他：現代厄年考－186万人の健診受診者の有所
見率から観察された男と女のリスク年齢，JMSA投稿中

 加瀬澤信彦，他：自己組織化マップ(SOM)による未病診断
への応用，JMSA，20:14-21,2014

 未病医学入門，日本未病システム学会編集共同執筆，人間
ドックにおける検査の評価－人間ドックからみた未病，
pp120-125,金芳堂，2006

 加瀬澤信彦，他：総合健診・保健支援におけるメタボリッ
クシンドローム評価ツールとしての自己組織化マップの有
用性，総合健診，35:574-583,2011

 加瀬澤信彦，他：人間ドック男性受診者におけるコンピュ
タ断層撮影スキャン腹部皮下および内臓脂肪面積の増減と
生活習慣の関連性，人間ドック，22:370-377,2007

 N.Kasezawa,et al.:Variation in serum lipid valuers
within Shizuoka Prefecture, Progress in Health
Monitorring AMHTS. Excerpta Medica. 481-482,1981

 富士地域健康増進事業（おとなまつり，市民公開健康講演，
出前講座，未病健診啓蒙デモンストレーション）




